
仁川大学

アジア共同体論（2011 年度春学期）

第 1 部 アジア共同体構想と分野別争点・戦略

第 1 講 序論－アジア時代の到来とアジア共同体構想:
朴済勲 仁川大学教授(3 月 8 日)

第 2 講 ヨーロッパ統合とジャン・モネ(Jean Monnet)の役割:
朴済勲 仁川大学教授(3 月 15 日)

第 3 講 東北アジア時代の構想とアジア共同体:
イ・スフン 慶南大学教授(前東北アジア時代委員長)(3 月 22 日)

第 4 講 東アジア地域主義:
チェ・ヨンジョン カトリック大学教授(3 月 27 日)

第 5 講 アジア通貨同盟の戦略と意義

文・ウシキ ソウル大学教授(4 月 5 日)

第 6 講 アジアのアイデンティティと文化－アジア価値調査を中心に:
チョン・ヒョンスク 祥明大学教授(4 月 12 日)

第 2 部アジア共同体構想の国家別地域別立場

第 7 講 日本の民主党政権の東アジア共同体構想:
キム・ソンチョル 世宗研究所研究委員(4 月 19 日)

第 8 講 中国と東アジア共同体:
イ・ホチョル仁川大学教授(4 月 26 日)

第 9 講 東北アジア経済協力とロシア:
ソン・ウォンヨン 仁川大学教授(5 月 3 日)

第 10 講 ヨーロッパ経済統合の歴史と示唆する点:
オク・ウソク 仁川大学教授(5 月 17 日)

第 11 講 アセアン経済統合の進展と示唆する点:
キム・テユン KIEP 研究委員(5 月 24 日)

第 3 部アジア共同体構想の課題と市民社会

第 12 講 アジア共同体創成への道:
佐藤洋治 ワン・アジアクラブ東京理事長(5 月 31 日)

第 13 講 アジア共同体と市民社会の役割－ワン・アジアクラブの場合:
鄭俊坤 ワン・アジアクラブ東京首席研究員(6 月 7 日)

第 14 講 結論－アジア共同体のビジョンと韓国の役割:
朴済勲 仁川大学教授(6 月 14 日)

第 15 講 期末試験


